
 

自主的環境保全活動の取り組み状況 
 

 

           （事業所名）サントリープロダクツ株式会社 高砂工場 

  １環境保全活動に関する方針等 

１－１ 環境保全活動に関する方針 

環境ビジョン2050 

未来へつなぐ、環境ビジョン2050 

 

 「水と生きる」私たちにとって、地球環境は大切な経営基盤。 

だからこそ、グループ全体で環境経営を推進していきます。 

 持続可能な社会を次の世代に引き継ぐために、「自然環境の保全・再生」と「環境負荷

低減」の両面から積極的に活動しています。 

 

2030年までに、全世界で使用するペットボトルを100%サステナブルに 

サントリーグループ プラスチック基本方針 

 

サントリーグループは、商品の源泉である自然の恵みに感謝し、多様な生命が輝き響

きあう世界の実現にむけて、循環型かつ脱炭素社会への変革を強力に先導します。 

プラスチックはその有用性により、われわれの生活にさまざまな恩恵をもたらしていま

す。当社が使用するプラスチック製容器包装が有用な機能を保持しつつも、地球環境へ

ネガティブな影響を与えないよう、多様なステークホルダーと、問題解決に向けた取り

組みを推進していきます。また、問題解決に向けサントリーグループ社員の一人ひとり

が責任ある行動に努め、持続可能な社会を率先して実現します。 

 

1.Recycle & Renewable： 

❶2030年までに、グローバルで使用するすべてのペットボトルの素材を、リサイクル素

材と植物由来素材に100％切り替え、化石由来原料の新規使用ゼロの実現を目指します。 

❷全ての事業展開国において、各国の国情に応じた効率的なリサイクルシステム構築の

ために必要な施策を、政府機関や業界、環境ＮＧＯ、ＮＰＯなどとともに積極的に取り

組みます 

 

2.Reduce & Replacement： 

資源の有効活用のために、容器包装のデザイン変更等により、プラスチック使用量の削

減を推進するとともに、環境にネガティブな影響を与えない代替となる容器包装の導入

の検討をすすめます。 

 

3.Innovation： 

リサイクル率向上、環境影響を最小限におさえる素材領域等におけるイノベーションに

積極投資します。 

 



 

4.New Behavior： 

人々の行動変容を促す啓発活動を実施するとともに、サントリーグループ社員一人ひと

りが、ライフスタイルの変革に努め、分別収集の促進、河川、海岸の清掃活動などの社

会貢献活動にも積極的に参加します。 

 

 

「サントリーグループ環境基本方針」 

サントリーグループ環境基本方針（1997年制定、2015年改定） 

 

サントリーグループは、環境経営を事業活動の基軸にし、バリューチェーン全体を視

野に入れて、生命の輝きに満ちた持続可能な社会を次の世代に引き渡すことを約束しま

す。 

 1.水のサステナビリティの追求 

  サントリーグループのコーポレートメッセージ｢水と生きる｣の思いを共有し、 

  事業活動において最も重要な資源である水を大切に取り扱い、 

  自然界における水の健全な循環に貢献します。 

 

 2.生物多様性保全への取り組み 

  水や農作物に依存する企業として、 

  その価値の源泉である生物多様性を将来にわたって保全することに努めます。 

 

 3.イノベイティブな３Ｒによる資源の有効活用 

  循環型社会の実現に向けて、不断の技術革新により、 

  原材料・エネルギーなどの３Ｒ（reduce,reuse,recycle）を一層推進し、 

  持続可能なビジネスの構築に努めます。 

    

 4.全員参加による低炭素企業への挑戦 

  すべての職場において、気候変動の要因である温暖化ガス排出量の削減に努めます。 

 

 5.社会とのコミュニケーション 

  豊かな地球環境を次世代に継承するため、 

  社会との対話に基づいた取り組みを行うとともに、積極的な情報開示に努めます。 

 

 

 

 

Webサイトにて公表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（目標・計画等の公表の方法についても記載すること） 



 

１－２ 環境保全活動に関する組織体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  高砂工場 工場長

工務技師長（環境管理責任者） 

各部門･協力会社 
 

廃棄物 
担当者 

環境保全 
委員会 

産業廃棄物 
処理責任者 

環境保全事務局 



 

 ２ 環境保全活動の実施状況等  
 

 項 目   取組結果   今後の取組計画  

ｴﾈﾙｷﾞｰ原単位 

 

目標 1.318GJ/kL 実績 1.29 GJ/kL 
（2019.1～12実績） 

次年度目標 

ｴﾈﾙｷﾞｰ原単位 
  1.300 GJ/kL 

水原単位 目標 2.859m3/kL 実績 2.89 m3/kL 
（2019.1～12実績） 

次年度目標 

水原単位      

 2.890 m3/kL 

廃棄物副産物の

再資源化100％継

続 

再資源化率100％ 次年度以降継続 

環境情報の積極

的な発信 

（環境ｾﾐﾅｰ、小学

校での水教育等） 

目標件数13件 実績19件 次年度目標12件 

   

 
 


